140分類B 付属証明書
2023/2/1版
エコマーク商品類型No.140「飲食料品、化粧品、家庭用品などの容器包装Version1」付属証明書【分類B.省資源型の容器(食用油容器)】
[bookmark: _GoBack]本付属証明書は、エコマーク商品類型No.140分類B.省資源型の容器(食用油容器)のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書(様式2)」とともに提出して下さい。

	申込日：２０2　
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者名
(会社名)
	



	＜付属証明書の作成方法＞
1．太枠内の「記入欄」に必要事項を☑または記入して下さい。
2．「添付証明書」欄には、提出が必要な書類が記載されています。
記入表〇と記載のある添付証明書についてはひな型が付属証明書以降に収録されています。
また、それぞれの書類の発行者は「添付証明書の発行者」欄をご確認下さい。



	項目
	記入欄／添付資料　該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示（予定）の媒体について記載下さい。
※原則として容器、取扱説明書、商品説明書（パンフレットなど）等にエコマークを表示すること
	表示媒体：□容器　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 
□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

	エコマーク表示予定設計図
※エコマークの表示方法は「エコマーク使用の手引」を参照下さい
	エコマーク表示予定設計図(書式自由・原稿)をご提出下さい。
※様式2の｢エコマーク表示見本｣の画像をご活用下さい
[image: 148_消音ユニット_坊主]
・容器包装として認定を受けていることを示す文言
・エコマーク認定番号または使用契約者名の表示
（両方を表示することも可）





	エコマークを表示しない（予定）場合はその理由を右欄に記載下さい
	【表示無しの理由】



	項目
	記入欄
該当する□にチェックを入れて下さい
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社
※他社開発製品の場合は右記証明書をご提出下さい。
	記入表140-0
	申込承諾者

	他社において既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない
（該当する事項をチェックして下さい）

※変更がなければ、以下の項目の証明は不要です
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し
既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
	申込者



「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-1．環境に関する基準と証明方法
	認定基準
項目番号
	記入欄
該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)
製品説明
	［省資源型の容器］
□プラスチック製の内部容器(内袋)と紙製の外部容器(外箱)で構成されている
□解体容易設計を施すことで、リサイクル可能部分を増やすことを目的とした食用油容器である
※上記の両欄にチェックが入ることが認定の要件です
	
	

	4-1.(2)
製品仕様
	［a) 省資源型の内部容器］
プラスチック製フィルムの厚さ
　［　　　　　　　　］mm
※品番毎に厚さが異なる場合には、品番毎に記載して下さい
	内部容器の設計書
	申込者

	
	［b) 省資源型の外部容器］
※下記のいずれかにチェックが入ることが認定の要件です
　□古紙パルプを使用
　　　⇒　古紙パルプ配合率　［　　　　　］%
※品番毎に古紙パルプ配合率が異なる場合には、品番毎に記載下さい
	記入表140B-2
	製紙事業者

	
	　□森林認証紙を使用
	ライセンス番号等が確認できる書類
	認証機関等

	4-1.(3)
環境法規等の順守
	
	記入表140-1
	最終製品
製造工場
（工場長）

	4-1.(4)
印刷インキ
	［容器に使用する印刷インキ］
印刷インキ工業連合会「印刷インキに関する自主規制（NL規制）」で規制されている物質を
□処方構成成分として添加していない
□印刷インキの使用がない
□処方構成成分として添加している
	
	

	4-1.(5)
接着剤
	［容器に使用する接着剤］
日本接着剤工業会「食品包装材料用接着剤等に関する自主規制(NL規制)」で規制されている物質を
□処方構成成分として添加していない
□接着剤の使用がない
□処方構成成分として添加している
	
	

	4-1.(6)
容器の解体
	［内部容器と外部容器への解体］
□工具を使わずに内部容器と外部容器に解体でき、解体方法の説明を製品本体に表示している
※上記の欄にチェックが入ることが認定の要件です
	解体方法を説明する文書
	申込者

	
	
	記載部分の写真
または設計書、説明書など
	申込者




4-2．材料に関する基準と証明方法　（A.外部容器に関する基準と証明方法）
	認定基準
項目番号
	記入欄
該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(7)
容器資材
	［外部容器の資材］
	
	

	
	色紙、ファンシーペーパー、
樹脂含浸紙（水溶性のものを除く）、
硫酸紙、ターポリン紙、ロウ紙、
セロハン、合成紙、カーボン紙、
ノンカーボン紙、感熱紙、圧着紙、
捺染紙、昇華転写紙、
感熱性発泡紙、芳香紙
	使用が
□ない
□ある
	
	

	
	感熱インキ、減感インキ、
磁性インキ、昇華性インキ、
発泡インキ、芳香インキ
	使用が
□ない
□ある
	
	

	4-2.(8)
バージンパルプの合法性
	［外部容器の原料］
　□バージンパルプの使用あり
⇒□森林認証紙のみを使用　／□それ以外
　□バージンパルプの使用なし
※使用がある場合には、右記文書をご提出下さい
	森林認証紙のみを使用している場合には、ライセンス番号等が確認できる書類
それ以外のバージンパルプの使用がある場合には、記入表140-8
	製紙事業者など

	4-2.(9)
蛍光増白剤
	
	記入表140B-2
	製紙事業者

	4-2.(10)
パルプ漂白工程での塩素ガス
	
	記入表140B-2
	製紙事業者



4-2．材料に関する基準と証明方法　（B.内部容器の材料に関する基準と証明方法）
	認定基準
項目番号
	記入欄
該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(11)
容器に使用するプラスチック添加剤
	□各製製造段階・材料毎に適合を証明する
	樹脂製造事業者発行
	成型事業者発行
	備考

	記入表１４０-2 (a)
または
旧ポリオレフィン等衛生協議会等のA確認証明書の写し
	記入表１４０-2 (a)
	両事業者で証明書の提出が必要
フィルム・シートなどの材料段階あるいは容器包装等の製品段階でPL登録されている場合は、確認証明書の写しを提出することでその前工程までの記入表１４０-2 (a)の提出は省略可



または

□成型事業者等により適合を証明する
成型事業者（またはそれより川下の事業者）により、記入表１４０－2(b)または、国のポジティブリスト制度への適合性を証明する自己宣言書(参考)を提出
※自己宣言書の発行者よりも川上（上流側）の製造段階で使用される原材料も含めて確認済みであることが必要です。

	4-2.(12)
厚生労働省ガイドライン
	［厚生労働省ガイドライン］
再生プラスチック材料の　□使用あり／□使用なし
※使用がある場合には、右記文書をご提出下さい
	厚生労働省「食品用器具及び容器包装における再生プラスチック材料の使用に関する指針(ガイドライン)」に基づいて安全性の確保を図っていることを示す文書
	申込者など

	4-2.(13)
食品、添加物等の規格基準に定める有害物質
	
	食品、添加物等の規格基準(昭和34年厚生省告示第370号)に適合していることの試験結果
	第三者試験機関、申込者または容器製造事業者など

	4-2.(14)
ハロゲンを含むプラスチック
	［ポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックの添加］
□処方構成成分として添加なし／□添加あり
	
	




4-3．品質に関する基準と証明方法　
	認定基準
項目番号
	記入欄
該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-3.(15)
容器の品質
	［製品で該当する品質規格］
※　容器に関するもの
□業界の自主規格等（　　　　　　　　　　　　　　）
□自社規格
	容器に関する業界自主規格の内容や試験結果、または製品仕様書・製品規格等
	申込者など




5．配慮事項
　認定の要件ではないが、以下に配慮することが望ましい。
	認定基準
項目番号
	記入欄
該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	5.(1)
再生プラスチック、バイオマスプラスチック等の使用
	□再生プラスチックを使用している
	使用している場合には、使用部位、樹脂の種類(PPなど、ポストコンシューマ材料、プレコンシューマ材料)、配合率等を記載して下さい。





□バイオマスプラスチック等を使用している
	使用している場合には、使用部位、樹脂の種類(PEなど)、バイオベース合成ポリマー含有率等を記載して下さい。





□使用していない

配合割合などを表示
□している ／ □していない
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